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担当教員 藤田 彩華
到達目標
1. 錯体化学を学ぶ上で重要な用語（配位子、配位数、配座など）について説明することができる。
2. IUPAC法に基づいて錯体の命名ができる。
3. 静電的モデルおよび共有結合を用いて金属イオン－配位子の組み合わせから錯体の安定性を説明できる。
4. ２つの化学結合理論（原子価結合理論、分子軌道理論）に関する基礎的な知識を持ち，錯体の電子配置が説明できる。
5. 結晶場理論を応用して配位子場の強さから錯体の構造や磁性の傾向、色が推定できる。
6. 配位子の置換反応を用いて錯体の反応速度を説明することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

1. 錯体化学を学ぶ上で重要な用語
（配位子、配位数、配座など）に
ついて説明することができる。

錯体化学を学ぶ上で重要な用語
（配位子、配位数、配座など）に
ついて全て説明することができる
。

錯体化学を学ぶ上で重要な用語
（配位子、配位数、配座など）の
うち内、半数の用語について説明
することができる。

錯体化学を学ぶ上で重要な用語
（配位子、配位数、配座など）の
内、半数の用語について説明する
ことができない。

2. IUPAC法に基づいて錯体の命名
ができる。

IUPAC法に基づいて、複雑な構造
の錯体を命名することができる。

IUPAC法に基づいて、簡単な構造
の錯体を命名することができる。

IUPAC法に基づいて、簡単な構造
の錯体を命名することができない
。

3. 静電的モデルおよび共有結合を
用いて金属イオン－配位子の組み
合わせから錯体の安定性を説明で
きる。

静電的モデルおよび共有結合を用
いて金属イオン－配位子の組み合
わせから錯体の安定性を説明でき
る。

静電的モデルおよび共有結合を用
いた錯体の安定性を説明できる。

静電的モデルおよび共有結合を用
いた錯体の安定性を説明できない
。

4. ２つの化学結合理論（原子価結
合理論、分子軌道理論）に関する
基礎的な知識を持ち，錯体の電子
配置が説明できる。

２つの化学結合理論（原子価結合
理論、分子軌道理論）に関する基
礎的な知識を持ち，錯体の電子配
置が説明できる。

２つの化学結合理論（原子価結合
理論、分子軌道理論）の違いを説
明できる。

２つの化学結合理論（原子価結合
理論、分子軌道理論）の違いを説
明できない。

5. 結晶場理論を応用して配位子場
の強さから錯体の構造や磁性の傾
向、色が推定できる。

結晶場理論を応用して配位子場の
強さから錯体の構造や磁性の傾向
、色が推定できる。

結晶場理論、配位子場理論を説明
できる。

結晶場理論、配位子場理論を説明
できない。

6. 配位子の置換反応を用いて錯体
の反応速度を説明することができ
る。

配位子の置換反応を用いて錯体の
反応速度を説明することができる
。

２つの配位子置換反応の機構につ
いて違いを説明できる。

２つの配位子置換反応の機構につ
いて違いを説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
・金属錯体を対象とし，錯体を構成する金属や配位子の種類と錯体の安定度について理解する。
・２つの化学結合理論について初歩的なことを理解する。
・錯体の中心原子の電子配置と配位子置換の反応速度との関係を理解する。

授業の進め方・方法
・演習問題への取り組みおよび発表，中間・定期試験により総合的に達成度を評価する（課題への取り組みおよび発表
：20％，中間試験40％，定期試験40％の割合）。合格点は60点以上である。
・再試験は，学業成績の評価点が40点以上60点未満の者を対象として行うことがあり，試験分(80%分)の再評価をする
ものとする。再試験を受けた学生の成績評価は60点を超えないものとする。

注意点

・分析化学および無機化学で習得した知識が基礎となるので，関連科目を復習し講義に臨むこと。図書館やインターネ
ットを活用して関連事項を参照したり，自学自習に取り組むことが必要である（30時間以上の自学自習を必要とする
）。
・教科書は用意していないので，自分で作成したノートが教科書代わりとなる。講義を聴き，きちんとノートを取るこ
と。なお，講義の理解を深めるためにプリントは適宜配布する。
・授業中もしくは授業外の課題として演習問題に取り組み、半期を通して最低１人１回は発表する（評価の発表点とな
る）。
・講義時には，ノート，電卓，定規を準備すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期
1stQ

1週 錯体とはー配位子、配位数、配座ー 錯体化学を学ぶ上で，重要な用語（配位子，配位数
，配座）を説明することができる。

2週 錯体の命名 IUPAC法に基づいた錯体の命名ができる。

3週 錯体の安定度と金属イオンの種類（１） 静電的モデルで錯体の安定性について説明することが
できる。

4週 錯体の安定度と金属イオンの種類（２） 共有結合を使って錯体の安定性を説明することができ
る。

5週 錯体の安定度と金属イオンの種類（３） エントロピー変化の観点から錯体の安定性を説明でき
る。

6週 金属錯体の電子構造 有効原子番号を計算することができる。

7週 原子価結合理論 原子価結合理論を用いて内軌道錯体，外軌道錯体と電
子配置の関係が説明できる。

8週 中間試験

2ndQ 9週 結晶場理論（１） d電子数からCFSEが計算できる。低スピン錯体，高ス
ピン錯体の電子配置が書ける。



10週 結晶場理論（２） 結晶場分裂の大きさを決める要因について説明するこ
とができる。

11週 配位子場理論 分子軌道理論を理解し，配位子場理論を説明できる。

12週 遷移金属錯体の吸収スペクトル（色）と磁性 配位子場の強さから錯体の色や磁性について説明する
ことができる。

13週 反応速度の定義 活性化エネルギー，反応エネルギーと錯体の反応速度
との関連が説明できる。

14週 置換活性と置換不活性錯体 置換活性と置換不活性の定義が説明できる。錯体を置
換活性，置換不活性に分類できる。

15週 置換反応の機構
２つの置換反応（解離、会合）の機構について説明す
ることができる。トランス効果を用いて平面四角形錯
体の構造を決定できる。

16週 定期試験
評価割合

中間試験 定期試験 発表 合計
総合評価割合 40 40 20 100
基礎的能力 30 30 10 70
専門的能力 10 10 10 30
分野横断的能力 0 0 0 0


